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令和４年８月１６日（火 ） 南河内環境事業組合議会第２回定例会を南河内

環境事業組 合会議室に招 集 さ れた。  

  出席者は、次のとお り で ある。  

    １  番  議  員    山  田    強  

    ２  番  議  員    堀  川  和  彦  

    ３  番  議  員    浦  山  宣  之  

    ４  番  議  員    丹  羽    実  

    ５  番  議  員    土  井    昭  

    ６  番  議  員    久  山  佳世子  

    ７  番  議  員    松  井  康  祐  

    ８  番  議  員    南  方    泉  

    ９  番  議  員    伊  東  寛  光  

   １０  番  議  員    辰  巳  真  司  

   １１  番  議  員    草  尾  勝  司  

   １２  番  議  員    吉  年  千寿子  

   １３  番  議  員    中  川    博  

   １４  番  議  員    藤  浦    稔  

 

  説明のための出席者 は 、 次のとおりである。  

   管 理 者   富 田 林 市 長     村  善  美  

   副 管 理 者   河 内 長 野 市 長   島  田  智  明  

   副 管 理 者   大 阪 狭 山 市 長   古  川  照  人  

   副 管 理 者   河 南 町 長   森  田  昌  吾  

   副 管 理 者   太 子 町 長   田  中  祐  二  

   副 管 理 者   千 早 赤 阪 村 長   南  本    斎  

   副管理者副市長   富 田 林 市 副 市 長   置  田  保  巳  

   監 査 委 員             遠  藤    忍  
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   事 務 局   事 務 局 長   西  尾  順  治  

   事 務 局   事務局理事 兼総務企画課長（会計管理者）  

             浅  川    浩  

   事 務 局   総務企画課長代理   辻      彰  

   書 記   総 務 企 画 係 長   石  橋  尚  人  

 

議事日程は次のとおりで あ る。  

 日程第１  会議録署名議員の 指名について  

日程第２  会期の決定について  

日程第３  報告第１号  

組合議 会 議 員の異動について  

日程第４  選挙第１号  

組合議 会 議 長の選挙について  

日程第５  報告第２号  

令 和 ３ 年 度 南 河 内 環 境 事 業 組 合 一 般 会 計 継 続 費 精 算 報 告 書

の報告 に つ いて  

日程第６  承認第１号  

南河内 環 境 事業組合職員の育児休業等に関する条例の一部  

を改正 す る 条例の制定についての専決処分につき承認を求  

めるこ と に ついて  

日程第７  承認第２号  

一般職 の 職 員の給与に関する条例の一部を改正する条例の  

制定に つ い ての専決処分につき承認を求めることについて  

日程第８  議案第３号  

令和４ 年 度 南河内環境事業組合一般会計補正予算 (第１号 ) 

日程第９  議案第４号  

南河内 環 境 事業組合第１清掃工場基幹的設備改良工事請負  

契約締 結 に ついて  
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日程第１０ 監査報告第２号  

例月出 納 検 査の結果報告について  

(令 和 ３年度  １月・２月・３月・４月・５月分 ) 

(令 和 ４年度  ４月・５月・６月分 ) 

日程第１１ 認定第１号  

令和３ 年 度 南河内環境事業組合一般会計歳入歳出決算につ  

いて  

日程第１２ 同意案第２号  

南河内環境事業組合監査委員（議会選出）の選任につき同  

意を求めることについて  
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（開会  午後２時４０分）  

 

副議長（山田強）  

本日は、定例会を招集さ れ ましたところ、議員の皆様にはご多用のおり、

ご出席をい ただきまして 、 あ りがとうございます。  

本日の議事進行ですが、 た だいま議長が不在でございますので、地方自治

法第１０６ 条第１項の規 定 に 基づき、私、副議長の山田が議長の職務を行い

ます。議長 が決まるまで の 間 、ご協力のほどよろしくお願いいたします。  

ただいまの出席議員は１ ４ 名で、定足数に達しておりますので、ただいま

から、令和 ４年第２回南 河 内 環境事業組合議会定例会を開会いたします。  

それでは、まず、議事に 入 ります前に、管理者よりごあいさつをいただき

ます。  

 村管理者。  

 

管理者（  村善 美 ）  

それでは、開会にあたり ま して一言ごあいさつを申し上げます。  

本日、令和４年第２回南 河 内環境事業組合議会定例会を招集させていただ

きましたと ころ、議員の 皆 様 方におかれましては、何かとご多用中にもかか

わりませず 、ご出席を賜 り ま して、厚く御礼を申し上げます。  

現在、新型コロナウイル ス の第７波が到来している状況のなかではござい

ますが、組 合といたしま し て は、ごみ処理、し尿処理は１日たりとも止める

ことのでき ない事業でご ざ い ますので、基本的な感染症対策を施したうえで、

この事業を 適切に行うこ と に より、住民の皆様方に安心していただけるよう、

万全を期し て参りますの で 、 議員の皆様方におかれましては、今後ともご指

導いただき ますように、 よ ろ しくお願いを申し上げたいと思います。  

それでは、今議会にご提 案 を申し上げます案件でございますが、報告案件

が２件、条 例改正の専決 処 分 案件が２件、令和４年度補正予算が１件、契約

議案が１件 、監査報告が １ 件 、令和３年度決算の認定が１件、監査委員の選
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任同意案が １件の計９件 で ご ざいます。  

各案件につきましては、 の ちほど提案説明を申し上げますので、よろしく

ご審議のう え、原案どお り ご 賛同賜りますよう、お願いを申し上げまして、  

開会のごあ いさつとさせ て い ただきます。  

どうぞよろしくお願いい た します。  

 

副議長（山田強）  

ありがとうございました 。  

ここで、議会運営委員長 の 報告を求めます。  

辰巳委員長。  

 

議会運営委員長（辰巳真 司 ）  

さきほど開催されました 議 会運営委員会におきまして、第２回定例会に付

議される案 件について了 承 さ れましたので、ご報告申し上げます。  

まず、会議録署名議員の 指 名、会期の決定に続きまして、日程第３報告第

１号から、 日程第１２同 意 案 第２号までの１０件でございます。なお、日程

第６から日 程第７は一括 議 題 でございます。  

以上で報告を終わらせて い ただきます。  

 

副議長（山田強）  

これをもって、議会運営 委 員長の報告を終結いたします。  

それでは、議事に入りま す 。  

日程第１、会議録署名議 員 の指名についてでありますが、本件は、会議規

則第８１条 の規定により 、 議 長において指名いたします。７番議席の松井康

祐議員、８ 番議席の南方 泉 議 員の両議員にお願いいたします。  

続きまして、日程第２、 会 期の決定についてを議題といたします。  

お諮りいたします。会期 は 、本日１日とすることにご異議ございませんか。  
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（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。  

よって、会期は本日１日 と 決定いたしました。  

次に、日程第３、報告第 １ 号、組合議会議員の異動についてを議題といた

します。  

報告を求めます。  

 村管理者。  

 

管理者（  村善 美 ）  

ただいま、上程されまし た 報告第１号、組合議会議員の異動につきまして、

内容のご説 明を申し上げ ま す 。  

議案書１頁をお願いいた し ます。  

まず、富田林市選出議員 の 異動でございます。  

本年５月１９日の市議会 臨 時会におきまして、新たに、吉年千寿子議員が

就任されて おります。  

次に、河内長野市選出議 員 の異動でございます。本年５月１９日の市議会

臨時会にお きまして、堀 川 和 彦議員、浦山宣之議員、丹羽実議員、土井昭議

員が新たに 就任をされて お り ます。  

それぞれのご住所、生年 月 日は、議案書に記載のとおりでございます。  

旧議員には、これまでの ご 労苦に深謝いたしますとともに、新たに就任を

されました 方々におかれ ま し ては、今後のご活躍をお願い申し上げまして、

ここに異動 のありました こ と を、ご報告申し上げます。  

 

副議長（山田強）  

ただいまの組合議会議員 の 異動につきましては、組合規約第６条第３項の

規定による ものでござい ま す 。  

なお、新議員の議席は、 会 議規則第４条の規定に基づき、私のほうで決め
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させていた だきます。  

２番議席に堀川和彦議員 、 ３番議席に浦山宣之議員、４番議席に丹羽実議

員、５番議 席に土井昭議 員 、 １２番議席に吉年千寿子議員、以上のとおりと

いたします 。  

次に、日程第４、選挙第 １ 号、組合議会議長の選挙についてを議題といた

します。  

その選出方法として、い か が取り計らいましょうか。  

辰巳議員。  

 

１０番議員（辰巳真司）  

指名推選での選出をお願 い いたします。  

 

副議長（山田強）  

お諮りいたします。ただ い ま辰巳議員より発言がございましたように、指

名推選で議 長を選出する こ と に、ご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。 よ って、選挙の方法は指名推選によることに決し

ました。  

指名の方法につきまして は 、議長において指名することにいたしたいと思

いますが、 これにご異議 ご ざ いませんか。  

 

（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。 よ って、議長において指名することに決しました。  

南河内環境事業組合議会 議 長に堀川和彦議員を指名いたします。  

お諮りいたします。ただ い ま指名いたしました堀川和彦議員を組合議会議



- 8 - 
 

長の当選人 と定めること に ご 異議ございませんか。  

 

（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。 よ って、堀川和彦議員が組合議会議長に当選され

ました。  

当選されました堀川和彦 議 員が議場におられますので、組合議会会議規則

第３２条第 ２項の規定に よ り 告知いたします。  

それでは、堀川議員より 議 長就任のごあいさつを承ります。  

堀川議長。  

 

議長（堀川和彦）  

着座で失礼いたします。 た だいま議員の皆様からのご推挙いただきまして、

議長職をお 預かりするこ と に なりました堀川和彦でございます。議員の皆様

には深く感 謝を申し上げ ま す 。ありがとうございました。さて、本組合にお

きましては 、ごみ処理、 し 尿 処理の安定的な運営が重要な業務でございます。

これからも 住民サービス の 向 上にしっかりと努めて参りますので、よろしく

お願いいた します。管理 者 始 め理事者の皆様方のご協力を得て、組合の発展

と円滑な議 会運営を行っ て い く所存でございます。どうぞよろしくお願い申

し上げます 。まことに簡 単 で はございますが、就任のごあいさつとさせてい

ただきます 。ありがとう ご ざ いました。  

 

副議長（山田強）  

それでは、堀川議長と交 代 いたします。不慣れな議事運営にもかかわりま

せず、皆様 方のご協力を 賜 り まして本当にありがとうございました。  

 

議長（堀川和彦）  

それでは、改めまして、 円 滑な議事運営に努めてまいりますので、皆様方
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のご協力を よろしくお願 い 申 し上げます。  

それでは議事を進めてま い ります。日程第５、報告第２号、令和３年度南

河内環境事 業組合一般会 計 継 続費精算報告書の報告についてを議題とします。  

提案の理由を求めます。  

西尾局長。  

 

事務局長（西尾順治）  

ただいま上程されました 、 報告第２号、令和３年度南河内環境事業組合一

般会計継続 費精算報告書 の 報 告についてをご説明を申し上げます。  

議案書３頁をお願いいた し ます。  

本件は、令和元年度から ３ か年の継続事業として施工してまいりました第

２清掃工場 基幹的設備改 良 事 業、並びに令和２年度から２か年の継続事業と

して施工し てまいりまし た 資 源再生センター基幹的設備改良事業が令和３年

度で完了し 、両事業に係 る 継 続費精算報告書を調製いたしましたので、ご報

告を申し上 げるものでご ざ い ます。  

議案書４頁、５頁をお願 い いたします。  

継続費精算報告書でござ い ますが、説明につきましては、それぞれ事業の

計の欄のご 説明とさせて い た だきたいと存じます。まず、表の上段の第２清

掃工場基幹 的設備改良事 業 の ３か年の計、全体計画は、総額２５億１，１３

０万円で、 財源といたし ま し ては、国府支出金９億８，１１３万円、地方債

１２億９， ４６０万円、 そ の 他２億３，５５７万円を充当いたしておりまし

て、その右 、実績につき ま し ては、全体計画の額と同額で、比較につきまし

ては、ご覧 のとおりでご ざ い ます。また、その下、資源再生センター基幹的

設備改良事 業の２か年の 計 、 全体計画は、総額８億７，２２０万１千円で、

財源といた しましては、 国 府 支出金２億８，０７５万６千円、地方債５億２，

７６０万円 、その他６， ３ ８ ４万５千円を充当いたしておりまして、その右、

実績につき ましては、全 体 計 画の額と同額で、比較につきましては、ご覧の

とおりでご ざいます。以 上 に つきまして、地方自治法施行令第１４５条第２
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項の規定に よりご報告を 申 し 上げるものでございます。よろしくお願い申し

上げます。  

 

議長（堀川和彦）  

説明が終わりました。こ れ より質疑をお受けいたします。  

 

（質疑なし。）  

 

ないようでございますの で 、本件についてはこれをもって終結いたします。  

それでは、報告第２号、 令 和３年度南河内環境事業組合一般会計継続費精

算報告書の 報告について は ご 了承願います。  

次に、日程第６、承認第 １ 号、南河内環境事業組合職員の育児休業等に関

する条例の 一部を改正す る 条 例の制定についての専決処分につき承認を求め

ることにつ いて、日程第 ７ 、 承認第２号、一般職の職員の給与に関する条例

の一部を改 正する条例の 制 定 についての専決処分につき承認を求めることに

ついては、 一括議題とい た し ます。ご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。  

よって、承認第１号及び 承 認第２号は一括議題といたします。  

提案の理由を求めます。  

西尾局長。  

 

事務局長（西尾順治）  

ただいま一括上程されま し た２件の案件につきまして、それぞれ提案の理

由並びにそ の内容をご説 明 申 し上げます。  

はじめに、議案書６頁を お 願いいたします。承認第１号、南河内環境事業
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組合職員の 育児休業等に 関 す る条例の一部を改正する条例の制定についての

専決処分に つき承認を求 め る ことについての提案の理由、並びに内容のご説

明を申し上 げます。  

まず、提案の理由でござ い ますが、令和３年８月１０日に人事院により国

家公務員に 係る妊娠・出 産 ・ 育児等と仕事の両立支援のために講じる措置が

示され、育 児休業等を取 得 し やすい勤務環境の整備に関する措置等が講じら

れましたこ とから、管理 市 で あります富田林市におかれましては、本年３月

市議会にお きまして関係 条 例 の一部改正が可決されましたので、本組合にお

いても所要 の改正を行う も の でございます。  

次に、改正内容でござい ま すが、第２条及び第１９条では、非常勤職員に

係る育児休 業等の取得要 件 を 緩和するもので、引き続き在職した期間が１年

以上である との要件を廃 止 い たします。  

次に、第２３条及び第２ ４ 条では、育児休業を取得しやすい勤務環境の整

備に関する 措置を新たに 規 定 するもので、対象者に対して、育児休業制度等

の周知、育 児休業の取得 意 向 の確認及び育児休業を取得しやすい勤務環境の

整備に関す る措置を義務 づ け るものでございます。  

なお、附則といたしまし て 、この条例は令和４年４月１日から施行するこ

とを規定し ております。  

承認第１号は以上でござ い ます。  

引き続きまして、議案書 ８ 頁をお願いいたします。  

承認第２号、一般職の職 員 の給与に関する条例の一部を改正する条例の制

定について の専決処分に つ き 承認を求めることにつきまして、提案の理由、

並びに内容 のご説明を申 し 上 げます。  

まず、提案の理由でござ い ますが、令和３年の人事院勧告に基づく国家公

務員の給与 関係法が改正 さ れ たことを受け、管理市であります富田林市にお

かれまして は国に準拠し 、 令 和４年３月市議会において関係条例の一部改正

が可決され ましたので、 本 組 合も同様に取り扱いいたしたく、地方自治法第

１７９条第 １項の規定に よ り まして、令和４年３月３０日付で専決処分させ
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ていただき ましたので、 同 条 第３項の規定に基づき、本日ここにご報告を申

し上げ、ご 承認を求める も の でございます。その内容でございますが、議案

書９頁をお 願いいたしま す 。  

内容といたしましては、 一 般職の職員について、令和４年６月及び１２月

支給の期末 手当の支給割 合 を 現行の１．２７５か月分から０．０７５か月分

引き下げ１ ．２か月分に 改 め 、年間支給割合を２．４か月分とするものでご

ざいます。 これにより、 期 末 手当と勤勉手当を合わせた年間の支給割合は４．

３か月分と なります。ま た 、 再任用職員についてでございますが、令和４年

６月及び１ ２月支給の期 末 手 当の支給割合を現行の０．７２５か月分から０．

０５か月分 引き下げ０． ６ ７ ５か月分に改め、年間支給割合を１．３５か月

分とするも のでございま す 。 これにより、期末手当と勤勉手当を合わせた年

間支給割合 は２．２５か 月 分 となります。  

なお、附則といたしまし て 、第１条において、この条例は公布の日から施

行すること を規定してお り ま す。  

次に、第２条において、 令 和３年１２月に支給した期末手当の額と当初人

事院勧告に 基づき引き下 げ を 予定していた支給割合で算定した期末手当の額

の差額を、 特例措置とし て 令 和４年６月支給の期末手当から減額することを

規定するも のでございま す 。  

今回の期末手当を減額す る 特例措置の対象は、令和３年１２月の期末手当

を支給した 職員となりま す 。  

承認第２号は以上でござ い ます。  

以上、一括提案いたしま し た２件の案件につきましてのご説明とさせてい

ただきます 。何とぞ、よ ろ し くご審議のうえ、原案どおりご承認賜りますよ

う、よろし くお願い申し 上 げ ます。  

 

議長（堀川和彦）  

説明が終わりました。こ れ より一括して質疑をお受けいたします。  
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（質疑なし。）  

 

これをもって質疑を終結 い たします。  

それでは、これから１件 ず つ討論と採決を行います。まず、承認第１号に

ついて討論 に入ります。  

 

（討論なし。）  

 

これをもって討論を終結 い たします。  

これより、承認第１号を 採 決いたします。  

本件は、原案のとおり承 認 することにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。  

よって、承認第１号、南 河 内環境事業組合職員の育児休業等に関する条例

の一部を改 正する条例の 制 定 についての専決処分につき承認を求めることに

ついては、 原案のとおり 承 認 されました。  

次に、承認第２号につい て の討論に入ります。  

 

（討論なし。）  

 

これをもって討論を終結 い たします。  

これより、承認第２号を 採 決いたします。  

本案は、原案のとおり承 認 することにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」の声あり 。 ）  
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ご異議なしと認めます。  

よって、承認第２号、一 般 職の職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例の制定 についての専 決 処 分につき承認を求めることについては、原案の

とおり承認 されました。  

次に、日程第８、議案第 ３ 号、令和４年度南河内環境事業組合一般会計補

正予算（第 １号）を議題 と い たします。  

提案理由の説明を求めま す 。  

 

事務局長（西尾順治）  

ただいま上程されました 議 案第３号、令和４年度南河内環境事業組合一般

会計補正予 算（第１号） に つ きまして、提案の理由並びに内容のご説明を申

し上げます 。  

議案書１１頁をお願いい た します。  

提案の理由でございます が 、本年４月１日付人事異動に伴います職員人件

費等につい て補正をお願 い す るものでございます。  

第１条、歳入歳出予算の 総 額に歳入歳出それぞれ４０７万３千円を追加し、

歳入歳出予 算の総額を歳 入 歳 出それぞれ２２億５，２５１万円とするもので

ございます 。  

それでは、内容につきま し て、ご説明申し上げます。  

まず、歳出をご説明させ て いただきます。議案書の１８頁、１９頁をお願

いいたしま す。  

事項別明細書の歳出でご ざ いますが、まず、上の表、款２．総務費、項１．

総務管理費 、目１．一般 管 理 費３４３万６千円の増額は、事務局、総務企画

課職員人件 費といたしま し て 、一般職員給料１４０万７千円、職員手当等１

２３万円、 共済費７９万 ９ 千 円の増でございます。  

また、目５．環境啓発費 に おきまして、火災爆発事故防止のためのリチウ

ムイオン電 池等の原因物 質 の 分別等について、住民の方々への周知のため、

配布用印刷 物、並びに収 集 車 等への貼付用マグネットステッカーの印刷物代
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金などを計 上させていた だ い ております。  

下の表でございますが、 款 ３．衛生費、項１．ごみ処理費、目１．第１清

掃工場業務 管理費９６万 ８ 千 円の増額は、第１清掃工場職員人件費として、

会計年度任 用職員報酬７ ７ 万 ７千円増、一般職員給料４１万９千円増、職員

手当等２８ 万３千円減、 共 済 費２万１千円増、及び会計年度任用職員費用弁

償３万４千 円の増でござ い ま す。  

議案書２０頁、２１頁を お 願いいたします。  

上の表、目２．第２清掃 工 場業務管理費１５１万６千円の減額は、第２清

掃工場職員 人件費として 、 一 般職員給料４万３千円減、職員手当等１２６万

円減、共済 費２１万３千 円 減 でございます。  

次に下の表、款３．衛生 費 、項２．し尿処理費、目１．資源再生センター

業務管理費 ３４万６千円 の 減 額は、資源再生センター職員人件費として、職

員手当等４ １万１千円減 、 共 済費６万５千円増でございます。  

続きまして歳入のご説明 を 申し上げます。  

議案書、頁戻っていただ き まして、１６頁、１７頁をお願いいたします。  

今回の補正に要します財 源 といたしましては、款６、項１、目１．繰越金

におきまし て、補正額４ ０ ７ 万３千円、前年度繰越金の計上によるものでご

ざいます。  

なお、２２頁から３１頁 は 、給与費明細書となっております。恐れ入りま

すが、ご覧 をいただきま し て 説明は省略をさせていただきます。  

以上で、一般会計補正予 算 （第１号）の説明とさせていただきます。よろ

しくご審議 いただきまし て 、 原案どおり御議決賜りますよう、お願い申し上

げます。  

 

議長（堀川和彦）  

説明が終わりました。こ れ より質疑をお受けいたします。  

中川博議員。  
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１３番議員（中川博）  

１８頁、１９頁なのです け れども、歳出のところですが、環境啓発費の需

用費、１５ ３万１千円の と こ ろなのですが、火災爆発事故防止啓発印刷物と

いうところ 、さきほどの 全 員 協議会のところでご説明いただいたのですけれ

ども、第１ 清掃工場粗大 ご み 処理施設の爆発事故、また前回と同じ施設の大

きな爆発事 故を受けての 、 事 故防止の啓発だと思うのですけれども、さきほ

どいただい た資料を読み 込 み ましたら、初め組合のほうでなんとか対策を考

えられてい たのですけれ ど も 、これを見ましたら組合での対策はほぼ限られ

てしまうの ではないかな と 思 います。そのなかでさきほどもありましたよう

に、別紙１ のところで、 リ チ ウムイオン電池、ガスボンベ等がパッカー車に

より搬入さ れているとい う 現 実ですね、そうなりましたら、どのように事故

防止の啓発 をするかとい う こ とが非常に大事だと考えられます。そのうえで、

わたくしど もの自治体の ほ う で、担当者のほうにどのように対応するのか聞

きましたら 、９月度の広 報 誌 において、このような部分は住民に指導・徹底

したいとい う回答を得ま し た けれども、実際わたくしもこのごみシールに同

封されてい るごみの出し 方 を 見させていただきますと、確かにそのような注

意事項が書 いております 。 例 えば、ガスボンベは粗大ごみに出さないとか、

またリチウ ムイオン電池 等 も 拠点回収、役場のほうで回収ということで、そ

ういうよう なことは書か れ て おりましたけれども、住民のなかで、なかなか

徹底されて いないという の が 現実だと思います。その結果が、さきほど写真

で出ており ましたものが 混 入 していることだと思うのですけれども、事故防

止、啓発印 刷物、どのよ う な インパクトというのですか、どのようなもので、

住民に徹底 できるのかと い う 、その辺少しお聞きしたいなと思います。  

 

議長（堀川和彦）  

西尾局長。  

 

事務局長（西尾順治）  
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お答えさせていただきま す 。まずですね、今回の爆発の件につきましては、

組合のほう では４月２８ 日 に ホームページ等で周知をさせていただいており

ます。その 後、６月に行 い ま したパッカー車の展開検査というのですけれど

も、中身、 内容物をぶっ ち ゃ けて検査させていただいた結果、さきほど見て

いただいた ような結果で ご ざ いましたので、今後、やはり内容のほうもいろ

いろ精査さ せていただき ま し て、いろんな媒体も使いまして、関係市町村さ

まとご相談 をさせていた だ い て、今後も周知に努めて参りたいと思っており

ます。以上 お答えとさせ て い ただきます。  

 

議長（堀川和彦）  

中川博議員。  

 

１３番議員（中川博）  

ありがとうございます。 わ たくし、そこが大事だと思うのです。組合側の

受入の部分 では既に受け て し まっているということで、なかなか難しいと思

います。そ うなってきた ら 、 やはり、出すほう、我々のほうで注意していか

ないといけ ないというこ と で 、一体となって、その辺の啓発をやらなければ、

今回は被害 が少なくて済 み ま したけれども、前回のようにかなり大きな被害

だと、お互 いにかなりの 損 失 をこうむりますので、その辺やっていきたいと

思います。 どうもありが と う ございました  

 

議長（堀川和彦）  

ほかございませんか。  

 

（質疑なし。）  

 

これをもって質疑を終結 い たします。  

それでは、議案第３号に つ いての討論に入ります。  
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（討論なし。）  

 

これをもって討論を終結 い たします。  

これより、議案第３号を 採 決いたします。  

本案を原案のとおり可決 す ることにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。  

よ っ て 、 議 案 第 ３ 号 、 令 和 ４ 年 度 南 河 内 環 境 事 業 組 合 一 般 会 計 補 正 予 算

（第１号） は、原案どお り 可 決されました。  

次に、日程第９、議案第 ４ 号、南河内環境事業組合第１清掃工場基幹的設

備改良工事 請負契約締結 に つ いてを議題といたします。  

提案理由の説明を求めま す 。  

西尾局長。  

 

事務局長（西尾順治）  

ただいま上程されました 議 案第４号、南河内環境事業組合第１清掃工場基

幹的設備改 良工事請負契 約 締 結につきまして、提案の理由並びに内容のご説

明を申し上 げます。  

議案書３２頁をお願いい た します。  

まず、提案の理由でござ い ますが、地方自治法第９６条第１項第５号及び

議会の議決 に付すべき契 約 及 び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規

定により、 議会の議決を 賜 り たくご提案申し上げるものでございます。  

次に、その内容でござい ま すが、第１に、契約の目的は南河内環境事業組

合第１清掃 工場基幹的設 備 改 良工事でございます。  

第２に、契約の方法は随 意 契約によるものでございます。  
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第３に、契約金額は５９ 億 ９２０万円でございます。   

第４に、契約の相手方は 大 阪市住之江区南港北一丁目７番８９号、日立造

船株式会社 、取締役社長 三 野 禎男でございます。  

参考までに本工事の概要 で ございますが、第１清掃工場を長期に使用でき

るよう、施 設の基幹的設 備 で あります燃焼ガス冷却設備等機械設備工事一式、

並びに付帯 いたします土 木 建 築工事一式を行うものでございます。  

予定工期といたしまして 、 議決後の翌日から令和７年２月２８日までを予

定しており ます。  

次に、契約までの経過で ご ざいます。まず、条件付一般競争入札に付しま

したが、参 加者が２者未 満 で あったため入札を中止し、次に、指名競争入札

に切り替え 、入札に付し ま し たが、指名業者４者中３者が辞退届を提出され、

参加者が２ 者未満であっ た た め、この入札も中止いたしました。  

なお、いずれの入札にお い ても、日立造船株式会社が、入札参加意思を示

されていた ことより、日 立 造 船株式会社から見積もりを徴したところ、適正

な金額であ ったため、随 意 契 約により本年７月１２日に仮契約を締結してお

ります。  

以上でご説明とさせてい た だきます。  

よろしくご審議いただき ま して、原案どおり御議決賜りますよう、お願い

申し上げま す。  

 

議長（堀川和彦）  

説明が終わりました。こ れ より質疑をお受けいたします。  

中川博議員。  

 

１３番議員（中川博）  

ありがとうございます。 今 回、第１清掃工場の基幹的設備改良工事という

ことなので すけれども、 改 良 工事のなかには、二軸式破砕機、防爆装置等、

このような ものは含まれ て い るのですか。  
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議長（堀川和彦）  

西尾局長。  

 

事務局長（西尾順治）  

本工事に関しましては、 焼 却処理施設がメインとなっておりますので、粗

大ごみ処理 施設の設備は 含 ま れておりません。以上でございます。  

 

議長（堀川和彦）  

中川博議員。  

 

１３番議員（中川博）  

今回は入っていないとい う ことですか。わかりました。  

 

議長（堀川和彦）  

ほかにございませんでし ょ うか。  

 

（質疑なし）  

 

これをもって、質疑を終 結 いたします。  

それでは、議案第４号に つ いての討論に入ります。  

 

（討論なし。）  

 

これをもって討論を終結 い たします。  

これより、議案第４号を 採 決いたします。  

本案を原案どおり可決す る ことにご異議ございませんか。  
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（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。  

よって、議案第４号、南 河 内環境事業組合第１清掃工場基幹的設備改良工

事請負契約 締結について は 、 原案どおり可決いたしました。  

次に、日程第１０、監査 報 告第２号、例月出納検査の結果報告についてを

議題といた します。  

監査委員の報告を求めま す 。  

遠藤監査委員。  

 

監査委員（遠藤忍）  

ただいま上程されました 監 査報告第２号、例月出納検査の結果報告につき

まして、ご 報告申し上げ ま す 。  

令和３年度１月分から５ 月 分及び令和４年度４月分から６月分の出納状況

につきまし て、各月分ご と に 、それぞれ出納検査を実施いたしましたところ、

出納報告及 び証書類、帳 票 並 びに現金在高がそれぞれ符合し、正確でありま

したので、 地方自治法第 ２ ３ ５条の２第３項の規定に基づきまして、ここに

ご報告を申 し上げます。  

以上でございます。  

 

議長（堀川和彦）  

報告が終わりました。こ れ より質疑をお受けいたします。  

 

（質疑なし。）  

 

質疑がないようでござい ま すので、本件については終結いたします。  

次に日程第１１、認定第 １ 号、令和３年度南河内環境事業組合一般会計歳

入歳出決算 についてを議 題 と いたします。  
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提案理由の説明を求めま す 。  

浅川会計管理者。  

 

事務局理事（浅川浩）  

ただいま上程されました 、 認定第１号、令和３年度南河内環境事業組合一

般会計歳入 歳出決算につ き ま してご説明を申し上げます。  

議案書につきましては、 ５ ０頁以降でございます。なお、その内容の説明

に入ります 前に、令和３ 年 度 の組合におけます、ごみ・し尿の搬入状況及び

処理経費な どについて、 簡 単 にご説明させていただきます。  

まず、ごみの搬入状況で ご ざいますが、令和３年度は第１清掃工場、第２

清掃工場を 合わせまして １ 年 間に８万１，５３５トンの搬入、前年度に比べ

３．１６パ ーセントの減 と な っております。また、し尿の搬入状況でござい

ますが、資 源再生センタ ー に おいて２万２，４７４キロリットルの搬入、前

年度に比べ ３．２８パー セ ン トの減となっております。  

次に、処理経費でござい ま すが、ごみ処理では、基幹的設備改良事業費等

を含めまし た経費は２８ 億 ２ ，５１９万８千円で、処理対象人口一人当たり

負担額９， ３８１円でご ざ い ます。  

また、し尿処理では、基 幹 的設備改良事業を含めました経費は１１億６４

８万円で、 処理対象人口 一 人 当たり５万８，７８０円でございます。  

以上、令和３年度のごみ ・ し尿の搬入状況及び処理経費等でございます。  

それでは、決算の内容に つ きまして、ご説明させていただきます。議案書

５６頁、５ ７頁をお願い い た します。  

決算書の歳入でございま す が、款１．分担金及び負担金から、款８．組合

債までの歳 入科目となっ て お り、それぞれの金額はご覧のとおりでございま

す。最下段 、歳入合計で ご ざ いますが、予算現額４０億１，４４４万６千円

に対しまし て、調定額・ 収 入 済額とも４０億７，３４５万９，４３０円、不

納欠損額及 び収入未済額 と も ございませんので、予算現額と収入済額との比

較は５，９ ０１万３，４ ３ ０ 円でございます。  
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次に、５８頁、５９頁を お 願いいたします。  

歳出でございますが、款 １ ．議会費から、款５．予備費までの歳出科目と

なっており 、金額はご覧 の と おりでございます。  

最下段、歳出合計の欄で ご ざいますが、予算現額４０億１，４４４万６千

円に対しま して、支出済 額 は ３９億３，１６７万７，５５３円、翌年度繰越

額はござい ませんので、 不 用 額及び予算現額と支出済額との比較は、いずれ

も８，２７ ６万８，４４ ７ 円 となっております。  

なお、５８頁、欄外下、 歳 入歳出差引残額は１億４，１７８万１，８７７

円でござい ます。  

次に、詳細をご説明申し 上 げます。  

６０頁、６１頁をお願い い たします。この頁から決算事項別明細書の歳入

となります 。  

説明につきましては、前 年 度数値の記載はございませんが、前年度と比較

をしながら ご説明をさせ て い ただきます。まず、表の上から、款１．分担金

及び負担金 でございます が 、 右頁の表の左から３列目、収入済額の欄でござ

いますが、 １８億８，０ ９ ９ 万２，７７５円で、前年度に比べ、記載はござ

いませんが 、３，０２９ 万 ４ ２８円の減、１．５８パーセント減で、各市町

村からご負 担いただいた も の でございます。  

頁下のほうでございます が 、款２．使用料及び手数料では、右頁の収入済

額、８，６ ９６万９，４ ９ ８ 円で、前年度に比べ２４万９，５７９円の減、

０．２９パ ーセントの減 で ご ざいます。行政財産使用料及び一般持込ごみ処

理手数料で ございます。  

次の６２頁、６３頁をお 願 いいたします。表のやや上、款３．国庫支出金

の収入済額 ５億５，８９ ３ 万 ６，０００円で、前年度に比べ２，４０９万１，

０００円の 減、４．１３ パ ー セント減でございます。内訳といたしまして、

ごみ処理事 業の交付金の 減 、 し尿処理事業の交付金の増となっております。  

次に、款４．財産収入で ご ざいますが、収入済額４２６万５，８９７円で、

前年度に比 べ４１万５， ８ ３ ６円の増、１０．８パーセントの増でございま
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す。内訳と いたしまして 、 基 金利子による財産運用収入の減、廃材等の財産

売払収入の 増となってお り ま す。  

次に、表の下のほう、款 ５ ．繰入金でございますが、収入済額２億２，５

５８万６４ １円で、前年 度 に 比べ４，１７３万３，５９７円の増、２２．７

パーセント 増でございま す 。 内訳といたしまして、施設整備のための繰入金

の増、退職 手当繰入金の 減 で ございます。  

次に、６４頁、６５頁を お 願いいたします。表の中段やや上、款６．繰越

金ですが、 収入済額１億 ２ ， ３１９万６，４３８円で、前年度に比べ４０１

万９，３０ ５円の増、３ ． ３ ７パーセント増でございます。こちらは、前年

度の決算剰 余金でござい ま す 。  

次に、款７．諸収入でご ざ いますが、収入済額３，２２１万８，１８１円

で、前年度 に比べ１億５ ， ７ ４８万３，１８１円の減、８３．０２パーセン

ト減でござ います。これ は 、 主に、備考欄に記載しておりますが、市有物件

災害共済金 、いわゆる火 災 爆 発事故復旧更新に伴う保険金の減によるもので

ございます 。  

次に、款８．組合債でご ざ いますが、収入済額１１億６，１３０万円で、

前年度に比 べ２億３，９ ５ ０ 万円の増、２５．９８パーセント増でございま

す。内容と いたしまして は 、 備考欄に記載しておりますが、各施設の基幹的

設備改良事 業債の増、残 滓 処 理事業債及び事故復旧更新事業債の減となった

ものでござ います。  

以上、最下段でございま す が、歳入合計の収入済額は４０億７，３４５万

９，４３０ 円で、前年度 に 比 べ７，３５５万４，５５０円の増１．８４パー

セント増と なっておりま す 。  

続きまして、歳出をご説 明 させていただきます。  

６６頁、６７頁をお願い い たします。  

まず、款１．議会費でご ざ いますが、右頁の左から３列目、支出済額でご

ざいますが 、２３０万３ ， ６ ３０円で、記載はございませんが、前年度に比

べ７万７， ４７１円の減 、 ３ ．２５パーセント減となっております。  
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次に、款２．総務費の支 出 済額は、８，７３２万８，０９５円で、前年度

に比べ２， ７０６万３， ８ １ ７円の増、４４．９１パーセント増となってお

ります。主 な要因といた し ま しては、退職手当等の増によるものでございま

す。  

次に６８頁、６９頁をお 願 いいたします。  

表の下のほうでございま す が、款３．衛生費、項１．ごみ処理費の支出済

額は２７億 ３，６２０万 ６ ， １１８円で、前年度に比べ７億４，５５１万５，

８７６円の 減、２１．４ パ ー セント減となっております。内訳は、第１、第

２清掃工場 業務管理費の 減 、 財産管理費において積立金の増、第２清掃工場

基幹的設備 改良事業費及 び 第 １清掃工場火災爆発事故復旧更新事業費等の大

幅な減でご ざいます。  

次に、頁飛びまして７４ 頁 、７５頁をお願いいたします。  

表の下のところでござい ま すが、項２．し尿処理費では支出済額１０億９，

７５５万８ ，６５４円、 前 年 度と比べ７億７，１７５万５，０２６円の増、

２３６．８ ８パーセント 増 で 、内訳といたしまして、資源再生センター業務

管理費、財 産管理費の減 と 、 資源再生センター基幹的設備改良事業費の大幅

な増による ものでござい ま す 。  

次に、頁飛びまして７８ 頁 、７９頁をお願いいたします。  

次に、款７．諸収入でご ざ いますが、収入済額３，２２１万８，１８１円

で。申し訳 ございません 。 し ばらくお待ちください。  

恐れ入ります、款８．組 合 債でございますが、収入済額１１億６，１３０

万円で、前 年度に比べ２ 億 ３ ，９５０万円の増、２５．９８パーセント増で

ございます 。内容といた し ま しては、備考欄に記載しておりますが、各施設

の基幹的設 備改良事業債 の 増 、残滓処理事業債及び事故復旧更新事業債の減

となったも のでございま す 。  

申し訳ございません。少 し 休憩をお願いできますでしょうか、議長。  
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議長（堀川和彦）  

暫時休憩。  

（午後３時２９分  休憩）  

（午後３時３０分  再開）  

議長（堀川和彦）  

休憩前に引き続き会議を 続 けます。  

浅川会計管理者。  

 

事務局理事（浅川浩）  

さきほどのところから引 き 続き、歳出の款４．公債費からご説明を申し上

げます。  

款４．公債費の支出済額 は ８２８万１，０５６円で、前年度と比べ１７４

万３，６１ ５円の増、２ ６ ． ６７パーセント増となっております。各施設の

基幹的設備 改良事業等の 地 方 債借入による増でございます。  

次に、款５．予備費の支 出 はございませんでした。  

表の最下段でございます が 、歳出合計の支出済額は３９億３，１６７万７，

５５３円で 、前年度より ５ ， ４９６万９，１１１円の増、１．４２パーセン

トの増でご ざいます。  

続きまして、８１頁をお 願 いいたします。  

実質収支に関する調書で ご ざいます。  

１．歳入総額４０億７， ３ ４５万９千円、２．歳出総額３９億３，１６７

万８千円で 、３の歳入歳 出 差 引額は１億４，１７８万１千円、４．翌年度へ

繰り越すべ き財源はござ い ま せんので、５．実質収支額は歳入歳出差引額と

同額の１億 ４，１７８万 １ 千 円でございます。６の実質収支額のうち地方自

治法第２３ ３条の２の規 定 に よる基金繰入額はございません。  

次に、８２頁、８３頁を お 願いいたします。  

財産に関する調書でござ い ますが、公有財産の土地及び建物の決算年度中

の増減はご ざいませんで し た 。  
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８４頁、８５頁をお願い い たします。  

また、２の物品でござい ま すが、取得価格、又は評価額がおおむね１０万

円以上の物 品につきまし て も 、いずれも、ご覧のとおり決算年度中の増減は

ございませ んでした。  

８６頁をお願いいたしま す 。  

３．基金の状況といたし ま して、表の右端、決算年度末現在高でございま

すが、施設 整備積立基金 の ご み処理では１８億３，１５９万９２１円、次の

施設整備積 立基金のし尿 処 理 では７億２，０９７万６，５５１円、また、そ

の下、退職 手当積立基金 で は ４，８３１万２，８１８円となっております。

基金の合計 金額は、ご覧 の と おりでございます。  

次の８７頁は主要な施策 の 成果でございまして、ごみ・し尿の処理状況か

ら、施設運 営の状況など を 記 載させていただいております。次の８８頁以降

には、第１ 表令和３年度 決 算 状況、その下、第２表人口１人当り性質別歳出

負担額、次 の頁、第３表 は 事 業の概要になります。ご覧をいただきまして、

ご説明は省 略をさせてい た だ きます。  

以上、令和３年度南河内 環 境事業組合一般会計歳入歳出決算の説明とさせ

ていただき ます。  

よろしくご審議賜ります よ うお願い申し上げます。  

 

議長（堀川和彦）  

引き続き、監査委員の意 見 を求めます。  

遠藤監査委員。  

 

監査委員（遠藤忍）  

それでは、議案書５１頁 、 ５２頁をお願いいたします。  

監査委員を代表いたしま し て、令和３年度南河内環境事業組合一般会計決

算及び基金 運用状況審査 の 意 見を申し上げます。  

本年６月８日から６月２ １ 日に決算審査を実施いたしましたところ、審査
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に付されま した令和３年 度 の 一般会計歳入歳出決算書、決算事項別明細書、

実質収支に 関する調書、 財 産 に関する調書、及び基金運用状況を示す書類等

は、いずれ も地方自治法 及 び 関係法令に基づいて作成され、決算の計数も関

係諸帳簿、 証拠書類と符 合 し ており、事務的取り扱いにつきましても正確に

処理し、証 拠書類等も整 備 さ れております。よって、令和３年度の決算書類

は適正に処 理されている こ と を、ここにご報告申し上げます。  

以上でございます。  

 

議長（堀川和彦）  

説明が終わりました。歳 入 、歳出、一括して質疑をお受けいたします。  

丹羽実議員。  

 

４番議員（丹羽実）  

歳出のほうで２つ要望が ご ざいます。歳出の６８頁、６９頁の款２．総務

費のなかの 、目の５です か 、 環境啓発費のなかに３８万円ぐらいのリチウム

イオン電池 等危険物混入 防 止 啓発印刷代金というのが入っていますよね、こ

れはあのう 、リチウムイ オ ン 電池の対象といえば、携帯電話、いまはスマホ

になってい て、かなり小 さ い ものですけれども、電動自転車の電池はけっこ

う大きいで すよね。まさ か 、 このリチウムイオン電池をどこかに捨てるとい

うことはな いと思うので す け れども、いまリチウムイオン電池のそういう小

さいものも 、大きいもの も 含 めてですけれども、本来、販売店で引き取って

もらうとい うのですか、 不 要 になれば、というのが筋だと思うのですけれど

も、電動自 転車がいらな く な れば、自転車はバッテリーをとれば普通の自転

車ですので 、粗大ごみの シ ー ルで出せたかなと思うのですけれども、外した

バッテリー は各自治体の 役 所 に電話をいれて、どこかに持って行ってくれと

か、どんな 回収になるの か 聞 けばいいということになっているのですかね。

それが１つ 質問です。２ つ 目 は、頁の７４頁、７５頁、款、衛生費のなかの

目、シール 印刷等業務管 理 費 ということで、ごみシールの印刷代金１，０３
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４万ですか 、それと配布 用 の 封筒ということで上がっているのですけれども、

河内長野市 で、ついこの 間 、 議員選挙がございまして、普段より市民の方と

話をする機 会が多かった の で すが、ごみのシールに関して、いま１人から２

人の世帯の 方で、半年で 何 枚 、１年で何枚となっていますよね、その次は３

人・４人で すかね、その 次 は ５人・６人、とにかく世帯の２人ごとでランク

が上がって いくというか 、 確 かそういうふうになっていたと思うのですけれ

ども、この 配布の方法で す と 年間通じてシールが余ってしまう世帯と、シー

ルがいつも 足りない世帯 と い うのが出てくる、というふうに一般の市民の方

は言われる のです。いろ い ろ シールを節約して、ごみの量を少なくしている

というとこ ろもあるわけ な の ですけれども、いま２人ごとの段階でやってい

ると思うの ですけれども 、 こ れをできたら、その世帯は３人であったら、３

人世帯で、 半年か１年で シ ー ルが何枚だとか、例えば５人から６人でひとく

くりですけ れども、５人 だ っ たら５人で１年か半年で何枚としたほうが、余

る世帯とい つも不足する 世 帯 というのが、なくなるのではないかと、２人ご

とというの を１人ごとに 、 段 階を細かくするというふうにすれば、シールが

余っても、 期限が過ぎれ ば 使 えないですから、まあもったいない話ですし、

そういうふ うなことを市 民 の ほうから提案されているのですけれども。これ

は、多段階 化してほしい と い う要望なのですけれども、もしそんなふうにな

れば、ごみ シール印刷代 金 と か、そういうのは、少し変化が、変化というか、

安くなると か、もう少し 印 刷 代金高くなるとか、もし分かればですけれども、

ちょっと、 はじいてみな い と 分からないということがあるかもしれませんが、

よろしくお 願いいたしま す 。 以上２点です。  

 

議長（堀川和彦）  

西尾局長。  

 

事務局長（西尾順治）  

それでは、２点お答えさ せ ていただきます。まず、１点目の自転車のリチ
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ウムイオン 電池というも の に つきましては、基本は販売店のほうでというこ

とでお願い はさせていた だ い ております。恐らく、小さいものにつきまして

は、市役所 さん等、うち の ほ うでも回収はできるのですけれども、大きいも

のになりま すと、箱に入 り ま せんので、販売店のほうにお問い合わせいただ

きたいと考 えております 。 あ と、もう１点、２点目でございますが、シール

のほうの話 ですね、シー ル は ですね、こちらシールの印刷に関しては、市町

村の条例規 則に基づきま し て 、規定されている事務でございまして、事務の

効率化のた め、組合が市 町 村 と協定を結んでということで、させていただい

ているので すけれども、 わ た くしどものほうでも、枚数等をお調べさせてい

ただいたの ですけれども 、 無 料で配布されておられる団体さんのなかでは、

うちのほう ですね、３０ リ ッ トル袋を１枚のシールで出せるという制度もご

ざいますの で、そちらの ほ う で出していただければ、ほかの市町村以上に出

せる状態に はなるかと思 い ま す。それでですね、若干、そういった不足がな

くなってい くのではない か な と、思うのですけれども、あと逆に、多い人数

のところと いうのも、家 族 人 数が多くなれば、１人あたりのごみ排出量とい

うのは、減 って参ります の で 、ほかの団体で調べられた実績もございますの

で、そうい った傾向がご ざ い ますので、それに合わせて工夫をしていただけ

ればと、考 えております 。 以 上でございます。  

 

議長（堀川和彦）  

丹羽実議員。  

 

４番議員（丹羽実）  

はい。リチウムイオンバ ッ テリーの件は了解しました。いずれにしても、

自転車を、 電動自転車を 人 か らもらって、ちょっとこけて、この自転車どこ

で買ったの かという、そ れ も ちょっと分からずの場合、いずれにしても、い

くらかでも 料金を払って 、 そ れの関係する自転車を売っている販売店に電話

するしかな いとうことな の で すかね。  
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議長（堀川和彦）  

西尾局長。  

 

事務局長（西尾順治）  

うちのほうでは、なかな か やはり、こういったものの処理というのは、危

険なもので すので、入れ て し まうと火災につながるということで、処理は差

し控えたい と思っており ま す 。  

 

議長（堀川和彦）  

丹羽実議員。  

 

４番議員（丹羽実）  

はい、リチウムイオンバ ッ テリーは分かりました。スマホとかね、普通の

ものとはか なり大きさが 違 い ますし、容量も違いますので、リチウム自身が

希少金属で もありますの で 、 きちんと再生をしてもらうところにいかないと

もったいな いというか、 資 源 が。ごみシールの話なのですけれども、だいだ

い皆さん、 ２つずつ、つ な が ってあって、それを１枚外したら３０リットル

の袋、小さ い袋に使える と い う、あまりでもそのような使い方で、あまり細

かくしてい られないから 、 わ たくしが見る限りですけれども、なかなかいな

くて、それ だったら世帯 人 数 でしてくれたほうがいいな、ということを市民

のなかから 要望がありま し た ので、要望があるということだけはお伝えをさ

せていただ きます。以上 で す 。  

 

議長（堀川和彦）  

よろしいですか。ほかに ご ざいますか。  

 

（質疑なし。）  
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これをもって質疑を終結 い たします。  

それでは認定第１号につ い て討論に入ります。  

 

（討論なし。）  

 

これをもって討論を終結 い たします。  

これより、認定第１号を 採 決いたします。  

認定第１号については、 認 定することにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」の声あり 。 ）  

 

ご異議なしと認めます。  

よって、認定第１号、令 和 ３年度南河内環境事業組合一般会計歳入歳出決

算について は、認定する こ と と決しました。  

次に、日程第１２、同意 案 第２号、南河内環境事業組合監査委員（議会選

出）の選任 につき同意を 求 め ることについてを議題といたします。  

つきましては、地方自治 法 第１１７条の規定によりまして、土井昭議員の

退席を求め ます。  

 

（土井議員  議場より退 席 ）  

 

提案理由の説明を求めま す 。  

 村管理者。  

 

管理者（  村善 美 ）  

ただいま上程されました 同 意案第２号、南河内環境事業組合監査委員（議

会選出）の 選任につき同 意 を 求めることにつきまして、提案の理由のご説明
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を申し上げ ます。議案書 ９ ２ 頁をお願いいたします。  

本組合議会選出の監査委 員 、藤浦稔氏より、一身上の都合により辞職願が

提出をされ ました。  

藤浦氏のこれまでのご尽 力 に対しまして深く感謝を申し上げます。  

つきましては、その後任 と いたしまして、人格・識見とも優れ、行政の各

分野にわた り豊かな見識 を お 持ちの河内長野市議会選出の土井昭氏を適任と

認め、監査 委員に選任い た し たく、地方自治法第１９６条第１項の規定によ

り議会の同 意を求めるも の で ございます。  

土井氏のご住所、生年月 日 は議案書に記載のとおりでございます。  

よろしくご審議のうえ、 ご 同意を賜りますようお願い申し上げます。  

 

議長（堀川和彦）  

説明が終わりました。お 諮 りいたします。  

同意案第２号については 、 同意することにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」の声あり ）  

 

ご異議なしと認めます。  

よって、本案は同意され ま した。  

土井昭議員の入場を求め ま す。  

 

（土井議員、入場、着席 ）  

 

それでは、これまでご苦 労 をお掛けいたしました前監査委員の藤浦稔氏よ

り、退任の ごあいさつを い た だきます。  

藤浦稔議員。  
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１４番議員（藤浦稔）  

退任にあたりまして、一 言 ごあいさつ申し上げます。  

議員の皆様方のご賛同に よ りまして、短い間ではございましたが、監査委

員を務めさ せていただき 、 大 過なく職責を全うすることができました。これ

もひとえに 議員の皆様方 並 び に理事者、事務局の皆様方のご支援の賜物と深

く感謝いた しております 。  

今後も、組合のご発展と 、 皆様方のご活躍を祈念いたしまして、退任のあ

いさつとさ せていただき ま す 。  

ありがとうございました 。  

 

議長（堀川和彦）  

藤浦前監査委員におかれ ま しては、本当にご苦労さまでございました。  

続きまして、新監査委員 よ りごあいさつをいただきます。  

土井昭監査委員。  

 

５番議員（土井昭）  

就任にあたりまして、一 言 ごあいさつ申し上げます。  

ただいま、皆様方にご同 意 をいただき、監査委員に就任させていただきま

す土井昭で ございます。  

本組合の発展のために、 監 査委員の職務を全うするよう鋭意努力いたしま

すので、議 員の皆様方に は 、 一層のご指導を賜りますよう心からお願い申し

上げまして 、まことに簡 単 で はございますが、就任にあたりましてのごあい

さつに代え させていただ き ま す。  

どうぞよろしくお願いい た します。  

 

議長（堀川和彦）  

ありがとうございました 。  

これをもちまして、本日 の 日程は全部終了いたしました。  
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それでは、閉会を前に、 管 理者よりごあいさつをいただきます。  

 村管理者。  

 

管理者（  村善 美 ）  

それでは、定例会の閉会 に あたりまして、一言ごあいさつを申し上げます。  

本日、令和３年度決算を は じめご提案申し上げました案件につきまして、

慎重なるご 審議のうえ、 い ず れも原案のとおりご賛同いただきまして、厚く

御礼を申し 上げます。  

さて、本組合では、施設 の 延命化に、現在取り組ませていただいており、

令和３年度 には第２清掃 工 場 、資源再生センターにおきまして、基幹的設備

改良事業を 完成させたと こ ろ で、今年度からは、第１清掃工場におきまして

も、引き続 き、取り組む と こ ろでございまして、理事者、職員が一丸となっ

て、安全・ 安心・安定し た 施 設運営に努めてまいりますので、議員の皆様方

には、今後 とも、ご協力 の ほ ど、よろしくお願い申し上げまして、閉会のご

あいさつと させていただ き ま す。  

本日は、まことにありが と うございました。  

 

議長（堀川和彦）  

ありがとうございました 。  

閉会にあたり、私からも 一 言ごあいさつ申し上げます。  

本日は、皆様方のご協力 を もちまして無事定例会を終えることができまし

たことに感 謝申し上げま す 。 今後も、円滑な議会運営に努めてまいりたいと

考えてござ いますので、 ご 協 力賜りますようお願い申し上げまして、閉会の

あいさつと いたします。  

それでは、これをもちま し て、令和４年第２回南河内環境事業組合議会定

例会を閉会 いたします。 ど う も、ありがとうございました。ご苦労様でした。  

 

（閉会  午後３時５２分）  
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